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26
年
７
月
23
日
〜
25
日

障
が
い
者
就
労
支
援

静
岡
県
御
殿
場
市

　

社
会
福
祉
法
人
ス
テ
ッ

プ
・
ワ
ン
根
上
豊
子
理
事
長

よ
り
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
の

現
状
と
課
題
、
水
耕
栽
培
概

要
と
運
営
状
況
の
説
明
の
後

「
ゆ
め
農
」
の
現
場
を
視
察
。

　

本
町
の
障
が
い
者
就
労
支

援
で
は
十
分
で
は
な
く
、
農

業
特
に
水
耕
栽
培
は
一
年
中

継
続
栽
培
が
可
能
で
あ
り
、

有
効
な
手
段
と
し
て
検
討
要
。

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン

東
京
都
千
代
田
区
議
員
会
館

農
林
水
産
省

　

農
協
・
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
改
革
の
推
進

・
農
協
改
革

・
農
業
委
員
会
の
改
革

・
農
業
生
産
法
人
要
件
の
見

直
し

景
観
条
例

神
奈
川
県
平
塚
市
役
所

・
景
観
条
例
の
主
な
目
的

・
屋
外
広
告
な
ど
の
規
制

静
岡
県
伊
豆
の
国
市

景
観
形
成
基
本
計
画
、
景
観

条
例

　

本
町
の
景
観
計
画
検
討
に

活
用

26
年
11
月
11
日
・
12
日

自
転
車
利
用
環
境
整
備
に
よ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
北
広
島
市

　

自
転
車
利
用
環
境
整
備
基

本
計
画
を
軸
に
、
安
全
・
快

適
な
自
転
車
道
路
づ
く
り
、

自
転
車
利
用
を
促
す
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
事
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

よ
る
清
掃
活
動
や
交
流
行
事

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
わ
れ
て

い
た
。

　

本
町
も
自
転
車
利
用
の
安

全
性
利
便
性
を
高
め
る
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

議
会
基
本
条
例
を
中
心
と
し

た
議
会
改
革
、
議
会
活
性
化

北
海
道
栗
山
町

　

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の

特
徴
は
、
常
任
委
員
会
所
管

事
務
調
査
の
充
実
、
一
般
会

報告 します政務活動費

政務活動費で調査してきました
親

和

会

高
志
ク
ラ
ブ
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た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

広
島
県
尾
道
市

　

高
齢
者
が
最
後
ま
で
住
み

慣
れ
た
家
で
「
生
」
を
全
う

で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で

支
え
続
け
る
取
り
組
み
が
平

成
６
年
か
ら
始
動
し
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生

児
童
委
員
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

警
察
等
、「
地
域
の
総
合
力
」

を
結
集
し
、
一
人
の
人
を
大

切
に
し
た
心
の
通
っ
た
取
り

組
み
が
あ
る
。

26
年
７
月
15
日
・
16
日

認
知
症
地
域
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業

福
岡
県
大
牟
田
市

　

大
牟
田
市
は
炭
鉱
の
町
で

昭
和
中
期
ま
で
日
本
経
済
を

支
え
る
産
業
の
町
で
あ
っ
た
。

１
９
６
０
年
21
万
人
い
た
人

口
は
現
在
12
万
人
余
で
高
齢

化
率
32
・
４
％
全
世
帯
５
万

７
３
５
４
戸
高
齢
者
の
い
る

世
帯
２
万
９
２
２
５
世
帯
で

32
年
に
は
37
％
に
達
す
る
と

議
の
開
催
、
議
会
報
告
会
の

３
点
で
あ
る
。
条
例
に
よ
っ

て
や
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
議
員
自
ら
が
必
要
性

を
認
識
し
行
動
し
て
い
る
。

　

条
例
制
定
が
目
的
で
は
な

く
、
議
会
と
し
て
必
要
な
取

り
組
み
を
東
浦
町
議
会
ら
し

い
姿
で
丁
寧
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

26
年
８
月
５
日
・
６
日

学
び
の
21
世
紀
塾

大
分
県
豊
後
高
田
市

　

完
全
学
校
週
５
日
制
が
始

ま
り
、
共
働
き
の
保
護
者
・

学
校
関
係
者
か
ら
、
教
育
に

地
域
差
・
経
済
的
理
由
で
、

受
け
る
教
育
に
差
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
理
念
で

「
学
び
の
21
世
紀
塾
」
が
始

ま
っ
た
。
講
師
の
多
く
は
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ

れ
、
大
分
県
内
最
下
位
レ
ベ

ル
の
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
が

８
年
連
続
上
位
に
飛
躍
し
た
。

　

子
ど
も
の
豊
か
な
才
能
を

伸
ば
す
た
め
、行
政
や
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

講
義
内
容　
　
　
　
　
　
　

①
地
方
財
政
制
度
の
基
本

②
公
共
施
設
の
老
朽
化
と
地

方
公
会
計
の
整
備
促
進

③
市
町
村
財
政
健
全
化
・
鳥

取
県
伯
耆
町
の
実
例

④
財
政
運
営
に
お
け
る
川
西

市
の
取
り
組
み

⑤
財
政
分
析
に
関
す
る
演
習

地
方
財
政
の
現
状
と
諸
課
題

26
年
10
月
9
日
・
10
日

市
町
村
議
員
セ
ミ
ナ
ー

滋
賀
県
大
津
市

全
国
市
町
村
国
際
研
修
所

講
義
内
容

①
猫
の
た
ま
駅
長
か
ら
学
ぶ

地
方
の
公
共
交
通
の
再
生

②「
杉
の
町
」
智
頭
町
の
ま

ち
づ
く
り

③
町
村
議
会
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

転
換

26
年
11
月
17
日
・
18
日

第
３
回
市
町
村
議
会
議
員
特

別
セ
ミ
ナ
ー

滋
賀
県
大
津
市

全
国
市
町
村
研
修
所

　

日
本
大
学
経
済
学
部
教
授

で
、
政
府
税
制
調
査
会
、
総

務
省
地
方
財
政
審
議
会
等
の

委
員
を
務
め
た
沼
尾
波
子
氏

の
「
地
域
社
会
経
済
の
存
続

に
向
け
た
行
財
政
シ
ス
テ
ム

の
在
り
方
」、
新
党
さ
き
が

け
代
表
で
、
細
川
内
閣
時
の

内
閣
官
房
長
官
、
村
山
内
閣

で
は
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
武

村
正
義
氏
の
「
こ
の
国
の
ゆ

く
え
と
地
方
政
治
の
あ
り

方
」、
明
治
大
学
政
治
経
済

学
部
教
授
の
加
藤
久
和
氏
の

「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

地
方
創
生
と
自
治
体
の
役

割
」
等
の
講
義
を
受
け
た
。

　

今
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の

共
通
し
た
テ
ー
マ
は
地
方
創

生
。「
国
は
地
方
創
生
資
金

を
用
意
し
て
る
。
官
民
一
体

と
な
っ
て
創
生
を
考
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る

よ
う
に
」
と
述
べ
た
。　
　

　

12
月
議
会
で
明
徳
寺
川
の

八
重
桜
を
活
用
し
た
「
歴
史

と
文
化
と
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
提
案
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
制
定

議
会
改
革
特
別
委
員
会
よ
り

　
　

提
案
、
全
員
賛
成
可
決

　

25
年
12
月
17
日
に
設
置
さ

れ
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
は
、
５
回
の
全
体
会
を
経

て
、
26
年
８
月
27
日
に
政
治

倫
理
条
例
策
定
部
会
を
正
副

委
員
長
と
各
会
派
代
表
計
９

名
で
立
ち
上
げ
、
計
８
回
の

部
会
を
行
っ
た
。

　

政
治
倫
理
条
例
の
骨
子
と

な
る
部
分
を
取
り
ま
と
め
、

27
年
２
月
19
日
第
８
回
の
全

体
会
で
最
終
報
告
を
行
い
、

委
員
長
よ
り
条
例
案
を
提

示
、
委
員
全
員
賛
成
で
議
会

改
革
特
別
委
員
会
と
し
て
東

浦
町
議
会
議
員
の
政
治
倫
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
行

う
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

３
月
定
例
会
本
会
議
最
終

日
に
上
程
、
２
会
派
２
議
員

よ
り
賛
成
討
論
が
な
さ
れ
、

「
東
浦
町
議
会
議
員
の
政
治

倫
理
に
関
す
る
条
例
」
は
全

員
賛
成
で
可
決
と
な
っ
た
。

予
測
。
認
知
症
は
脳
の
障
が

い
か
ら
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
病
気
で
、
65
歳
以
上

で
は
一
定
の
割
合
で
発
症
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
大
牟
田

市
は
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
を
地
域
と
協

働
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
。

ま
ち
づ
く
り
公
募
補
助
事
業

大
分
県
国
東
市

　

国
東
市
は
少
子
化
、
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
み
、
基

幹
産
業
の
農
林
業
も
衰
退
、

国
東
市
の
課
題
は
様
々
。

　

国
東
市
は
地
域
力
ア
ッ
プ

を
目
的
に
ま
ち
づ
く
り
公
募

補
助
事
業
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
な
ど
を
取
り
組
ん

で
い
た
。

26
年
８
月
22
日
〜
24
日

市
町
村
議
員
セ
ミ
ナ
ー

滋
賀
県
大
津
市

全
国
市
町
村
国
際
研
修
所

市
町
村
議
会
議
員
研
修

地
方
財
政
制
度
の
基
本
と

　
　
　

自
治
体
財
政
の
研
修

公
明
党
東
浦

ひ
が
し
う
ら
の
風

日
本
共
産
党

前

田

耕

次


